
日本史授業プリント近代１(073) 開国とその影響（１） 
 

１家慶 １２代将軍 1837～53. 病弱 

 1844．２オランダ国王が日本に３開国を勧告 →幕府は拒否 

 1846．４ビッドル(アメリカ東インド艦隊司令長官)が５浦賀  に来航し通商を要求→幕府は拒否 

ペリー来航と和親条約 ※1848年～ アメリカ西海岸でのゴールドラッシュ 

６1853  年６月 ７ペリー(アメリカ東インド艦隊司令長官『日本遠征記』)が８浦賀に来航 

  (癸丑年)     ４隻の軍艦(黒船)…旗艦９サスケハナ号 10フィルモア大統領の国書 

         →幕府は11久里浜に上陸させ、国書は受理し、翌年の回答を約束 

       ７月 12プチャーチン  (ロシア極東艦隊司令長官)が13長崎  へ来航 

 

14家定    １３代将軍 1853～58 病弱               浦賀 

 老中15阿部正弘…従来の慣例を次々とやぶる（16安政  の改革）   

  ・諸大名・幕臣の意見を聞き、幅広く人材を登用  

<例> 17川路聖謨
としあきら

・18岩瀬忠震
ただなり

・19永井尚志
なおむね

 …実務有能者を外交交渉に 

        20徳川斉昭(前水戸藩主) の幕政参加、21島津斉彬(薩摩)ら外様大名とも連携  下田 

22尊王攘夷論の中心的人物 外国排斥を主張 

・23朝廷  へ報告  ・24大船建造を許可             

・25台場  (砲台)設置…江戸湾の防備 26江川英竜
ひでたつ

(太郎左衛門)、27高島秋帆
しゅうはん

らを起用 

 281854年１月 ペリー再来→29日米和親   条約(30神奈川条約)締結 

      ・31下田  ・32箱館  の開港（下田には33領事  が駐留） 

      ・薪水・食糧の供給、難破船・乗組員の救助 

      ・片務的34最恵国待遇   …他国に与えた権利は自動的にアメリカにも与えられる 

     ※ペリーは琉球へも →35琉米修好条約(1854)…薪水の給与、領事裁判権など  

  36ロシア・37イギリス・38オランダとも和親条約(ほぼ同様の条約) 

     プチャーチンも再来                   樺太→   ウルップ島→ 

     開港…下田・箱館に加えて39長崎も              択捉島→ 

国境…40ウルップ (得撫)島から北はロシア ←国後島 

41エトロフ (択捉)島から南が日本 

42樺太  は43両国人雑居 

 ※その後も幕府の改革や新技術の開発は進む  ※江川(1855年)、阿倍(1857年)、あいついで急死 

  <例>44講武所(1854:江戸)、45蕃書調所(1855:江戸)…洋学翻訳・教授所 …→46開成所(1863) 

    47海軍伝習所(1855:長崎)、石川島造船所、長崎製鉄所、横須賀製鉄所、海軍操練所 

     年   組   番            . 



ハリス着任と幕府の対立 1855．老中(首座) 48堀田正睦    

 1856．49ハリス(アメリカ総領事)、50下田に着任し通商条約を要求 

     51インド大反乱や52アロー  戦争(第二次アヘン戦争)を背景に交渉 

        1857～59．英の支配に抵抗   1856～60.清は英・仏に敗北→天津条約→北京条約 

難題１ 通商条約問題 …53尊王攘夷派(水戸藩など)と朝廷(特に54孝明  天皇)が反対 

難題２55将軍継嗣問題 …将軍家定には子なし 

  56一橋
ひとつばし

派…57一橋慶喜   (前水戸藩主58徳川斉昭
なりあき

の子で一橋家の養子、19歳)を擁立 

       <例>59松平慶永
よしなが

(春嶽
しゅんがく

)(越前)、60徳川慶
よし

篤
あつ

(水戸)         …親藩 雄藩新勢力 

         61島津斉
なり

彬
あきら

(薩摩)､62伊達宗城
むねなり

(宇和島)､山内豊信(土佐)…外様   

  63南紀派…64徳川 慶福
よしとみ

  を擁立(紀州藩主で将軍家定の従兄弟、10歳)  

       <例>65井伊直弼    (彦根)ら譜代 ＋大奥 ＝幕府旧勢力 

 1858．堀田正睦が上洛…天皇の許可(66勅許  )によって２つの難題の解決を図ろうとするが、失敗 

                             (将軍継嗣→慶喜、条約→締結) 

井伊が67大老  に就任→68将軍後継を慶福に決定  

69通商条約は勅許なしで調印(70違勅調印) ※堀田の老中解任 

        → 一橋派反発、孝明天皇激怒して水戸藩へ71戊午
ぼ ご

の密勅(条約調印への抗議など) 

 72家茂   １４代(1858～66) ※慶福が改名 家定は病没 

 73安政の大獄   (1858～59)…一橋派ら反対勢力の弾圧 １００人以上 

    処刑：74橋本左内   (越前)、75吉田松陰   (長州：私塾76松下
しょうか

村塾
そんじゅく

  ) 

77頼
らい

三樹
み き

三郎
さぶろう

(儒学者)         高杉晋作､久坂玄瑞､伊藤博文ら 

    謹慎：一橋慶喜、徳川斉昭、松平慶永、川路聖謨、岩瀬忠震、永井尚志ら 

 →78桜田門外の変    (1860)…79水戸浪士らによる大老井伊の暗殺 

 

 

 

【時代順問題に挑戦】2007年Ａ本試験 

Ⅰ②アヘン戦争の結果を知り，漂着した外国船 

 への物資補給を認めた。 

Ⅱ③下田と箱館を開港し，漂流船の保護などを 

 取り決めた。 

Ⅲ①日本人漂流民をのせたアメリカ商船モリソ 

ン号を砲撃した。 
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